
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通常再生用の識別情報を含む通常再生用データと特殊再生用の識別情報を含む特殊再生
用データとが時系列的に独立して記録された記録媒体から、上記通常再生用データと
特殊再生用データとを含む符号化データを再生する再生装置であって、
　通常再生モード時に再生される上記符号化データに含まれる

特殊再生用の識別情報を検出する検出手段と、
　上記検出手段で検出された特殊再生用の識別情報を

記憶する記憶手段とを設けたことを特徴とする再生装置。
【請求項２】
　通常再生モード時に上記特殊再生用の識別情報が検出されたとき、上記記憶手段の内容
を上記検出された最新の上記特殊再生用の識別情報で更新することを特徴とする請求項１
に記載の再生装置。
【請求項３】
　通常再生モードから特殊再生モードに遷移したとき、上記記憶手段に記憶されている上
記特殊再生用の識別情報を読み出して出力することを特徴とする請求項１に記載の再生装
置。
【請求項４】
　再生される符号化データに含まれる時間信号を検出し、通常再生モードから特殊再生モ
ードに遷移したとき、上記時間信号の不連続を示す信号を、再生される符号化データに組
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み込むようにしたことを特徴とする請求項１に記載の再生装置。
【請求項５】
　再生される符号化データに含まれる時間信号と同等の形式を有する信号 を発生するた
めの時間信号発生手段を設け、通常再生モードから特殊再生モードに遷移したとき、通常
再生モード時の時間信号との連続性を保った上記信号を発生すると共に、この 信号を
上記再生される符号化データに組み込む制御手段を設けたことを特徴とする請求項１に記
載の再生装置。
【請求項６】
　上記時間信号発生手段はＰＣＲを発生することを特徴とする請求項５に記載の再生装置
。
【請求項７】
　上記符号化データは、フレーム内符号化データとフレーム間符号化データとが多重化さ
れた画像データで ることを特徴とする請求項１に記載の再生装置。
【請求項８】
　上記符号化データは、ＭＰＥＧ－２の符号化データであることを特徴とする請求項１に
記載の再生装置。
【請求項９】
　上記符号化データは、ＡＴＶの符号化データであることを特徴とする請求項１に記載の
再生装置。
【請求項１０】
　上記識別情報はＰＳＩであることを特徴とする請求項１に記載の再生装置。
【請求項１１】
　通常再生用の時刻データを含む通常再生用データと特殊再生用の時刻データを含む特殊
再生用データとが時系列的に独立して記録された記録媒体から、上記通常再生用データと
上記特殊再生用データとを含む符号化データを再生する再生装置であって、
　 上記符号化データに含まれる通常再生用データを通常再
生しながら、上記符号化データに含まれる特殊再生用の時刻データを検出する検出手段と

　 記検出手段により検出された上記特殊再生用の時刻データを、前記通常再生から前記
特殊再生への動作移行時に利用するために記憶する記憶手段とを備えることを特徴とする
再生装置。
【請求項１２】
　特殊再生モード時に、再生される符号化データ中の特殊再生用の時刻データが得られな
い場合は、上記記憶手段により記憶された上記特殊再生用の時刻データを、上記再生され
る符号化データに多重するように制御する制御手段を備えることを特徴とする請求項１１
に記載の再生装置。
【請求項１３】
　上記制御手段は、上記記憶手段により記憶された上記特殊再生用の時刻データを多重す
ると共に、上記時刻データの不連続を示す信号を、上記再生される符号化データに多重す
るようにしたことを特徴とする請求項１２に記載の再生装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は、高能率符号化された画像データ等の符号化データを記録再生するディジタルＶ
ＴＲ等の再生装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、画像のディジタル処理が検討されている。特に、画像データを圧縮するための高能
率符号化については、標準化のために各方式が提案されている。高能率符号化技術は、デ
ィジタル伝送及び記録などの効率を向上させるために、より小さいビットレートで画像デ
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ータを符号化するものである。このような高能率符号化方式として、ＣＣＩＴＴ（ Comito
 Consultafit International Telegraphique et Telephonique）は、テレビ会議／テレビ
電話用の標準化勧告案Ｈ．２６１、カラー静止画用のＪＰＥＧ（ Joint Photographic Exp
art Group ）方式、及び動画用のＭＰＥＧ（ Moving Picture Expert Group ）方式を提案
している。また米国では、ＭＰＥＧ－２方式を用いた次世代テレビ放送方式であるＡＴＶ
（ Advanced Television ）が検討されている。
【０００３】
図５はＭＰＥＧ符号化方式を説明するための説明図である。図中、矢印は符号化における
予測の方向を示す。また図６はＭＰＥＧ符号化方式による画像データを記録再生する場合
における符号化（エンコード）処理、記録媒体上の配列、符号化（デコード）処理及び再
生画像による画像データの順序を示す説明図である。
【０００４】
図５に示すように、ＭＰＥＧ符号化方式は、所定枚数のフレーム画像でＧＯＰ（ Group of
 Picture）を構成する。ＧＯＰに画像内符号化画像Ｉが少なくとも１枚は含まれている。
この画像内符号化画像ＩはＤＣＴ（離散コサイン変換）によって１フレームの画像データ
を符号化したものである。この画像内符号化画像Ｉから所定のａフレーム毎の１フレーム
の画像データは、第１、第２の前方予測符号化画像Ｐ１、Ｐ２に変換される。その場合、
第２の前方予測符号化画像Ｐ２は第１の前方予測符号化画像Ｐ１から変換される。さらに
画像内符号化画像Ｉまたは第１の前方予測符号化画像Ｐ１と、第２の前方予測符号化画像
Ｐ２との間の各フレームの画像データは、その前方及び後方の画像データを用いた両方向
予測符号化により両方向予測符号化画像Ｂに変換される。まず画像内符号化画像Ｉが符号
化される。この画像内符号化画像Ｉは、フレーム内の情報のみによって符号化され、時間
方向の予測が含まれていない。
【０００５】
次に、図５、図６に示すように、前方予測符号化画像Ｐが作成され、画像内符号化画像Ｉ
または前方予測符号化画像Ｐの後に両方向予測符号化画像Ｂの符号化処理が行なわれる。
前方予測符号化画像Ｐ及び両方向予測符号化画像Ｂは他の画像データとの相関を利用して
いる。上記のように、各画像データの予測方法に起因して、両方向予測符号化画像Ｂは画
像内符号化画像Ｉまたは前方予測符号化画像Ｐの後に記録媒体上に記録され、復号時に元
の順序に戻される。
【０００６】
画像内符号化画像Ｉはフレーム内の情報のみによって符号化されているので、単独の符号
化データのみによって復号可能である。一方、前方予測符号化画像Ｐ及び両方向予測符号
化画像Ｂは、他の画像データとの相関を利用して符号化を行なっており、単独の符号化デ
ータのみによっては復号することができないようになっている。
【０００７】
ＭＰＥＧ符号化方式においては、記録レートは規定されている（標準１．２Ｍｂｐｓ）が
、データ長は可変である。従って、ＧＯＰに含まれる画像内符号化画像Ｉがどの位置に記
録されるか特定することはできず、また一つのＧＯＰのデータ長を特定することもできな
い。上記のＭＰＥＧ符号化方式を、ディジタルＶＴＲなどに適用した場合、通常再生にお
いては、各符号化画像Ｉ、Ｂ、Ｐが順次再生されるので特に問題は起こらない。しかしな
がら、サーチ等を行うための早送り再生など特殊再生を行なう場合、各符号化画像Ｉ、Ｂ
、Ｐが順次再生されることにはならない。
【０００８】
また、特殊再生を行なう場合、記録媒体上の記録トラックの一部しか再生されず、画像内
符号化画像Ｉの記録媒体上の位置は特定されていないので、画像内符号化画像Ｉが必ず再
生できるとは限らない。その場合は前方予測符号化画像Ｐや、両方向予測符号化画像Ｂが
再生できなくなる。このため、例えば特開平４－２９８８０２号公報に示される技術にお
いては、符号化画像データを特殊再生時に再生できるように記録媒体上の所定位置に記憶
しておいて、特殊再生時にはそのデータを再生することにより画面を再現するようにして
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いる。
【０００９】
　次に、ＭＰＥＧ－２方式においては、コード化された画像信号、音声信号、またはその
他のビット列をエレメンタリストリーム（ Elementary Stream）と称する。また、エレメ
ンタリストリームを運ぶための構造としてＰＥＳ（ Packetized Elementary Stream）パケ
ットが定義されている。これはＰＥＳヘッダと呼ばれるヘッダ情報の後に上記ＰＥＳパケ
ットを含むＰＥＳペイロードが続く構造を持つ。また、このＭＰＥＧ－２方式において共
通のタイムベースを持ったエレメンタリストリームの集合はプログラムと呼ばれる。
【００１０】
ＭＰＥＧ－２方式のコード化には、２つの形式が定義されている。１つはトランスポート
ストリーム（ Transport Stream）、もう１つはプログラムストリーム（ Program Stream）
である。上記のトランスポートストリーム及びプログラムストリームの両方の定義には、
映像と音声のデコード、再生の同期に関する必要十分な文法が含まれている。プログラム
ストリームは共通のタイムベースを持った一つかそれ以上のＰＥＳパケットを結合して、
単一のビット列としたものである。トランスポートストリームは一つかそれ以上のタイム
ベースを持った一つかそれ以上のプログラムを結合して、単一のビット列としたものであ
る。前述のＡＴＶ方式においては、上記トランスポートストリームが用いられる。
【００１１】
　トランスポートストリームでは、トランスポートパケットという固定長の伝送の単位に
画像、音声等のデータを分割して、ビット列として伝送する。このビット列の中には同期
をとるために用いられるＰＣＲ（ Program Clock Reference）やＰＳＩ（ Program Specifi
c Information）と呼ばれる各種識別情報等の番組情報データが適宜組み込まれ、デコー
ダはこれらのデータを検出することによって、ビット列の正常なデコードが可能となる。
【００１２】
　図７は上記ＰＣＲのデコード回路の一例であり、特殊再生を行なう場合を示している。
図７において、７０１は入力端子、７０２は引き算器、７０３はＬＰＦ（ Low Pass Filte
r）、７０４はアンプ、７０５はＶＣＯ（ Voltage Controlled Oscillator）、７０６はカ
ウンタ、７０７は出力端子である。カウンタ７０６の出力はＳＴＣ（ System Time Clock
）と呼ばれる。このデコード回路の入力端子７０１にＰＣＲが到着すると、引き算器７０
２によってカウンタ７０６の出力である現在のＳＴＣと到着したＰＣＲとの比較値が算出
される。この比較値はＬＰＦ７０３及びアンプ７０４によってＶＣＯ７０５のコントロー
ル信号として出力される。ＶＣＯ７０５はクロック信号を出力する。このクロック信号は
、上記コントロール信号の値に応じて周波数が変化するようになっている。
【００１３】
　ＶＣＯ７０５からのクロック信号は出力端子７から不図示のＭＰＥＧデコーダに入力さ
れてシステムクロックとして使用されるとともに、カウンタ７０６に入力される。カウン
タ７０６は上記システムクロックをカウントして、上記ＳＴＣを出力する。このＳＴＣは
引き算器７０２に入力されることによりＰＬＬ（ Phase Locked Loop）を構成するフィー
ドバックループを構成している。上記のＰＬＬに入力されるＰＣＲの入力の時間的間隔は
、１００ミリ秒以内に設定されている。
【００１４】
上記ＰＳＩにはＰＡＴ（ Program Association Table ）、ＰＭＴ（ Program Map Table ）
と呼ばれるＰＩＤ（ Packet ID ）等を識別するための情報が含まれ、これらの情報を用い
て目的のデータが入っているトランスポートパケットを識別するようにしている。
【００１５】
通常再生から、サーチ等の特殊再生にモード遷移する場合、通常再生用のデータと特殊再
生用のデータとはそれぞれ独立したデータとして書き込まれているため、ＰＣＲやＰＳＩ
が異なっている。このため特殊再生時には特殊再生データ用のＰＣＲ、ＰＳＩでデコーダ
を初期化する必要がある。
【００１６】

10

20

30

40

50

(4) JP 3689440 B2 2005.8.31



【発明が解決しようとする課題】
図８は、記録媒体から再生されるビット列をトランスポートパケット単位で現した例であ
る。図中の斜線を施したパケットは通常再生用のパケットであり、それ以外のパケットは
特殊再生用のパケットである。通常再生時には、（１）の通常再生用のＰＥＳ、ＰＳＩパ
ケット及び特殊再生用のＰＥＳ、ＰＳＩパケットが再生される。図中の矢印で示すタイミ
ングで通常再生からサーチ等の特殊再生へモード遷移する信号が与えられると、指示され
た記録媒体の走行系等が特殊再生モードに移行を始め、図中（２）で示すように状態が安
定するまでデータ再生不能となる。状態が安定すると、特殊再生用のデータが再生される
ようになるが、図中（４）で示される特殊再生用のＰＳＩパケットが再生されるまでデコ
ーダは特殊再生用のＰＥＳパケットを識別することができず、このため（５）のパケット
からしか再生できず、データデコード不能な期間（３）が発生し、再生画像が乱れたり欠
落する。
【００１７】
本発明は上記のような問題を解決するためになされたもので、通常再生モードから特殊再
生モードに遷移する場合に再生画像の乱れや欠落を低減するようにした再生装置を得るこ
とを目的としている。
【００１８】
【課題を解決するための手段】
　請求項１の発明においては、通常再生用の識別情報を含む通常再生用データと特殊再生
用の識別情報を含む特殊再生用データとが時系列的に独立して記録された記録媒体から、
上記通常再生用データと上記特殊再生用データとを含む符号化データを再生する再生装置
であって、通常再生モード時に再生される上記符号化データに含まれる通常再生用データ
を通常再生しながら、上記符号化データに含まれる特殊再生用の識別情報を検出する検出
手段と、上記検出手段で検出された特殊再生用の識別情報を、前記通常再生から前記特殊
再生への動作移行時に利用するために記憶する記憶手段とを設けている。
【００１９】
請求項４の発明においては、通常再生から特殊再生にモード遷移した場合、再生されるデ
ータ中に時間信号の不連続を示す信号を組み込むようにしている。
【００２０】
　請求項５の発明においては、再生される符号化データに含まれる時間信号と同等の形式
を有する信号とを発生するための時間信号発生手段を設け、通常再生モードから特殊再生
モードに遷移したとき、通常再生モード時の時間信号との連続性を保った上記信号を発生
すると共に、この上記信号を上記再生される符号化データに組み込む制御手段を設けてい
る。
　請求項１１の発明においては、通常再生用の時刻データを含む通常再生用データと特殊
再生用の時刻データを含む特殊再生用データとが時系列的に独立して記録された記録媒体
から、上記通常再生用データと上記特殊再生用データとを含む符号化データを再生する再
生装置であって、通常再生モード時に再生される上記符号化データに含まれる通常再生用
データを通常再生しながら、上記符号化データに含まれる特殊再生用の時刻データを検出
する検出手段と、上記検出手段により検出された上記特殊再生用の時刻データを、前記通
常再生から前記特殊再生への動作移行時に利用するために記憶する記憶手段とを備えてい
る。
【００２１】
【作用】
　請求項１の発明によれば、通常再生しながら符号化データに含まれる特殊再生用の識別
情報を検出するとともに、これを通常再生から特殊再生への動作移行時に利用するために
記憶するようにしたので、再生符号化データを復号するデコーダにおいて復号不可能な時
間を短縮することができる。
【００２２】
この手法を用いて、通常再生時に図８の（１）で示される特殊再生用のＰＳＩを記憶して
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おき、通常再生からサーチ等の特殊再生へモード遷移する時に、特殊再生データ用のＰＳ
Ｉを出力することによって、デコーダは特殊再生用のパケットを即座に認識して、図８（
３）のパケットからデコードすることができ、データデコードが不能な期間を短縮するこ
とができる。
【００２３】
請求項４の発明によれば、通常再生から特殊再生にモード遷移した場合、再生される符号
化データ中に時間信号の不連続を示す信号を組み込むことにより、デコーダの誤動作を防
ぐことができる。
【００２４】
請求項５の発明によれば、時間信号発生手段により再生される符号化データ中の時間信号
を検出して記憶し、通常再生から特殊再生にモード遷移した場合、記憶してある時間信号
を用いて、連続性の保たれた時間信号を発生し、再生された符号化データ中に組み込むこ
とにより、デコーダの誤動作を防ぐことができる。
【００２５】
【実施例】
図１は本発明の第１の実施例を示すブロック図である。本実施例は、本発明をＭＰＥＧト
ランスポートストリームまたはＡＴＶビットストリームを記録再生する記録再生装置に適
用した場合を示している。図１において、１０１は再生データの入力端子、１０２は動作
モード信号の入力端子、１０３はデータ識別信号の入力端子、１０４、１０５は選択スイ
ッチ、１０６はシンクブロックメモリ、１０７はＰＣＲ検出回路、１０８はＰＳＩ検出回
路、１０９はＰＣＲメモリ、１１０はＰＳＩメモリ、１１１はマルチプレクサ、１１２は
制御回路、１１３、１１４は選択スイッチ、１１５はパケット化回路、１１６は出力端子
である。
【００２６】
次に動作について説明する。
入力端子１０１から入力されたビットストリームは、選択スイッチ１０４に入力される。
入力端子１０３からは再生されたデータが通常再生用のデータか特殊再生用のデータかを
示すデータ識別信号が入力される。選択スイッチ１０４は入力端子１０３からのデータ識
別信号によって制御され、入力されたデータが通常再生用である場合にはＮ側を選択し、
特殊再生用のデータである場合はＰ側を選択する。
【００２７】
　入力されたデータが特殊再生用のデータの場合、そのデータは選択スイッチ１０５に入
力される。選択スイッチ１０５は入力端子１０２より入力される動作モード信号によって
制御され、動作モードが特殊再生モードである場合はＰ側を選択し、通常再生モードであ
る場合はＮ側を選択する。特殊再生モードである場合、入力データはシンクプロックメモ
リ１０６に入力され、１フレームのデータとして再構成される。通常再生モードである場
合、入力データはＰＣＲ検出回路１０７および、ＰＳＩ検出回路１０８に入力されてＰＣ
Ｒ、ＰＳＩが検出され、それぞれＰＣＲメモリ１０９、ＰＳＩメモリ１１０に記憶される
。
【００２８】
ＰＣＲ検出回路１０７は例えば図２のように構成されている。図２において２０１は入力
端子、２０２はシンクバイト検出回路、２０３は第１のカウンタ、２０４は比較器、２０
５は第２のカウンタ、２０６はシフトレジスタ、２０７は出力端子である。入力端子２０
１から入力されたパケットデータはまずシンクバイト検出回路２０２に入力され、そのパ
ケットデータに含まれている８ビットのシンクバイトが検出され、パケット等の同期がと
られる。パケット等の同期がとられると、パケットデータは、第１のカウンタ２０３、比
較器２０４及びシフトレジスタ２０６に入力される。
【００２９】
第１のカウンタ２０３は、パケットのビット数をカウントする。即ち、第１のカウンタ２
０３は、シンクバイト検出回路２０２の検出データに基づき、この第１のカウンタ２０３
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のカウントの値をリセットすると共に、シンクバイトにおける最後のビットの次のビット
からカウントを開始する。第１のカウンタ２０３のカウント値が１９ビットになると、第
１のカウンタ２０３は比較器２０４へ比較許可信号を出力する。この信号のビットはアダ
プテーションフィールドコントロール（ adaptation field control）の最初のビットであ
って、このビットが１の時、ＰＣＲが含まれるかもしれないアダプテーションフィールド
が同じパケット内に存在する。比較器２０４は上記ビットを１と比較し、ビットが１の時
は第１のカウンタ２０３にさらにビットカウントを継続するよう指示する。ビットがゼロ
の時、比較器２０４は第１のカウンタ２０３にビットカウントを中止させ、次のパケット
が入力されるのを待つようになされている。
【００３０】
次に第１のカウンタ２０３はカウント値が３６ビットになると、比較器２０４へ比較許可
信号を出力する。この信号のビットはＰＣＲフラグであって、このビットが１の時、同じ
パケット内にあるアダプテーションフィールド内にＰＣＲが存在する。比較器２０４は上
記ＰＣＲフラグを１と比較し、フラグが１の時、第１のカウンタ２０３にビットのカウン
トを継続させる。フラグがゼロの時、比較器２０４は第１のカウンタ２０３にビットカウ
ンタを中止させ、次のパケットが入力されるのを待つ。第１のカウンタ２０３はカウント
値が４０ビットになると、第２のカウンタ２０５にビットのカウントを許可する。これに
より、第２のカウンタ２０５はＰＣＲのデータ部分をカウンタする。
【００３１】
　第２のカウンタ２０５は、ＰＣＲのビット数をカウントする。シフトレジスタ２０６は
、第２のカウンタ２０５の制御に従ってＰＣＲをシリアル－パラレル変換して出力端子２
０７から出力する。上記第２のカウンタ２０５及びシフトレジスタ２０６によって、ＰＣ
Ｒがパケットデータから時刻データとして抽出される。ＰＣＲは４２ビットのビットフィ
ールドで、２つのパートに分かれている。１つは、ＰＣＲベースと呼ばれる３３ビットの
部分であり、もう１つはＰＣＲエクステンションと呼ばれる９ビットの部分である。上記
ＰＣＲベースとＰＣＲエクステンションとの間にはＭＰＥＧで予約されている６ビットの
フィールドが挿入されている。
【００３２】
　第２のカウンタ２０５は、まず上記のＰＣＲベースを抽出するために、カウント値が３
３ビットとなるまで、シフトレジスタ２０６に入力されたデータを左シフトさせる。カウ
ント値が３３ビットになると、シフトレジスタのデータは３３ビットのパラレルデータと
して、出力端子２０７から外部へ出力される。その後の６ビットは無効データであるため
、カウント値が３９ビットになるまで、第２のカウンタ２０５はシフトレジスタ２０６に
データの出力及びシフト動作を禁止させる。その後、第２のカウンタ２０５はＰＣＲエク
ステンションを抽出するために、カウント値が４８ビットとなるまでシフトレジスタ２０
６に入力されたデータを左シフトさせる。カウント値が４８ビットとなると、シフトレジ
スタ２０６のデータは９ビットのパラレルデータとして出力端子２０７から外部へ出力さ
れる。
【００３３】
上記動作により、ＰＣＲ構成要素であるＰＣＲベースとＰＣＲエクステンションとが、パ
ケットから取り出されるようになされている。
【００３４】
　次に動作モードが通常再生から特殊再生に遷移した場合、図１の制御回路１１２はＰＣ
Ｒメモリ１０９、ＰＳＩメモリ１１０に対して、通常再生時に記憶したＰＣＲ、ＰＳＩを
出力するよう指示を与えると同時に、選択スイッチ１１３を制御してＰ 1  側を選択する。
マルチプレクサ１１１はＰＣＲメモリ１０９、ＰＳＩメモリ１１０から入力されたＰＣＲ
、ＰＳＩをＭＰＥＧのトランスポートパケットの形式で多重化する。このとき、パケット
ヘッダ中に存在する中止指示（ discontinuity indicator ）フラグを１にセットする。多
重化されたデータは選択スイッチ１１３に出力され、出力を終えると制御回路１１２に出
力終了のフラグを出力する。制御回路１１２はマルチプレクサ１１１から出力終了フラグ
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を受け取ると、選択スイッチ１１３を制御してＰ 2  側を選択する。
【００３５】
動作モードが通常再生モードである場合は、選択スイッチ１１４はＮ側を選択し、通常再
生用のデータが選択スイッチ１１４を介してパケット化回路１１５に入力される。また特
殊再生モードの場合は、選択スイッチ１１４はＰ側を選択し、シンクブロックメモリ１０
６の特殊再生用のＩフレームデータまたは、マルチプレクサ１１１のＰＣＲ、ＰＳＩを多
重化したデータが選択スイッチ１１４を介してパケット化回路１１５に入力される。パケ
ット化回路１１５は入力されたデータをＭＰＥＧのトランスポートパケット単位で出力端
子１１６から出力する。
【００３６】
以上の動作により、通常再生から特殊再生へモード遷移する場合、通常再生時に記録媒体
から再生されてメモリ１０９、１１０に記憶した特殊再生データ用のＰＣＲ、ＰＳＩが出
力端子１１６から出力される。このとき、パケットヘッダ中の中止指示フラグを１にセッ
トしてあるため、デコーダはＰＣＲ値の不連続を認識できるので、誤動作を防ぐことがで
きる。
【００３７】
このようにして中止指示フラグを１にセットして、通常再生時に記憶した特殊再生データ
用のＰＳＩをモード変遷時に送出することにより、デコーダがデータデコード不能な期間
を短縮することができる。
【００３８】
図３は本発明の第２の実施例を示すブロック図であり、図１と同一部分には同一の番号を
付して説明を省略する。図３において、３０１はＰＣＲ生成回路、３１１はマルチプレク
サである。
【００３９】
次に動作について説明する。
入力端子１０１から入力されたビットストリームは、選択スイッチ１０４に入力される。
入力端子１０３からは再生されたデータが通常再生用のデータか特殊再生用のデータかを
示すデータ識別信号が入力される。選択スイッチ１０４は入力端子１０３からのデータ識
別信号によって制御され、入力されたデータが通常再生用である場合はＮ側を選択し、特
殊再生用のデータである場合は、Ｐ側を選択する。
【００４０】
入力されたデータが通常再生用のデータの場合、そのデータはＰＣＲ検出回路１０７およ
び、選択スイッチ１１４に入力される。ＰＣＲ検出回路１０７で検出されたＰＣＲはＰＣ
Ｒ生成回路３０１に入力される。ＰＣＲ生成回路３０１は入力されたＰＣＲ値に基づいて
通常再生から特殊再生モード遷移する時に送出されるためのＰＣＲ値を生成する。ＰＣＲ
は少なくとも１００ミリ秒に１回ＭＰＥＧデコーダまたはＡＴＶデコーダに入力されなけ
ればならないので、ＰＣＲ生成回路３０１は入力されたＰＣＲ値に対して最大１００ミリ
秒のオフセットを持つＰＣＲ値を生成する。
【００４１】
　図４は図３に付けるＰＣＲ生成回路３０１の構成例を示す図である。４０１は入力端子
、４０２は第１のセレクタ、４０３は第１のカウンタ、４０４は第２のカウンタ、４０５
はクロックジェネレータ、４０６はバッファ、４０７は第２のセレクタ、４０８はシフト
レジスタ、４０９は出力端子である。
【００４２】
　入力端子４０１からは、前述のＰＣＲ検出回路１０７で検出されたＰＣＲが入力される
。第１のセレクタ４０２、第１のカウンタ４０３及び第２のカウンタ４０４は、不図示の
タイミング回路によって制御されている。入力端子４０１から入力されたＰＣＲは、第１
のセレクタ４０２によってＰＣＲベースは第１のカウンタ４０３に、ＰＣＲエクステンシ
ョンは第２のカウンタ４０４にそれぞれ選択されて入力される。クロックジェネレータ４
０５は２７ＭＨｚの周波数を持つクロックを発生する。このクロックは第２のカウンタ４
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０４に入力される。第２のカウンタ４０４は９ビットのカウンタであり、上記動作により
ＰＣＲエクステンションをロードした後、クロックジェネレータ４０５からのクロック毎
にＰＣＲエクステンションを１ずつ増加するようになされている。
【００４３】
　一方、第１のカウンタ４０３は、３３ビットのカウンタであり、第２のカウンタ４０４
のカウント値が予め定められた所定の最大値に達するとカウント値を１ずつ増加するよう
になされている。第２のカウンタ４０４のカウント値の最大値は２９９であって、カウン
ト値すなわちＰＣＲエクステンションが２９９に達すると、カウント値はゼロになり、第
１のカウンタ４０３のカウント値、すなわちＰＣＲベースは１ずつ増加する。上記動作に
より、第１のカウンタ４０３は９０ｋＨｚのクロックによってカウント値が増加するのと
同等な動作を示す。
【００４４】
第１のカウンタ４０３の出力は、第２のセレクタ４０７へ入力される。第２のカウンタ４
０４の出力はバッファ４０６に入力され、遅延されて第２のセレクタ４０７への出力タイ
ミングを合わせられると共に、第２のカウンタ４０４の出力データであるＰＣＲエクステ
ンションの前に前述したＭＰＥＧで予約されている６ビットのフィールドが挿入されて、
出力される。この６ビットフィールドはリザーブドビットと呼ばれ、通常２進数で‘１１
１１１１’の値を持つ。第２のセレクタ４０７の出力はシフトレジスタ４０８によって、
パラレル－シリアル変換され、出力端子４０９から外部へ出力される。
【００４５】
　上記動作により、ＰＣＲ生成回路３０１では、ＭＰＥＧまたはＡＴＶの定義する文法に
したがってＰＣＲが発生され出力される。
【００４６】
図３において、ＰＣＲ生成回路３０１から出力されたＰＣＲはＰＣＲメモリ１０９に記憶
される。
入力端子１０１に入力されたデータが特殊再生用のデータの場合、そのデータは選択スイ
ッチ１０５に入力される。選択スイッチ１０５は入力端子１０２より入力される動作モー
ド信号によって制御され、動作モードが特殊再生モードである場合はＰ側を選択し、通常
再生モードである場合はＮ側を選択する。特殊再生モードである場合、入力データはシン
クブロックメモリ１０６に入力され、１フレームのデータとして再構成される。通常再生
モードである場合、入力データはＰＳＩ検出回路１０８に入力されてＰＳＩが抽出され、
ＰＳＩメモリ１１０に記憶される。
【００４７】
　動作モードが通常再生から特殊再生に遷移した場合、制御回路１１２は、ＰＣＲメモリ
１０９、ＰＳＩメモリ１１０に対して、通常再生時に記憶したＰＣＲ、ＰＳＩを出力する
ように指示を与えると同時に、選択スイッチ１１３を制御しててＰ 1  側を選択する。マル
チプレクサ３１１は、ＰＣＲメモリ１０９、ＰＳＩメモリ１１０から入力されたＰＣＲ、
ＰＳＩをＭＰＥＧのトランスポートパケットの形式で多重化する。このとき、ＰＣＲ値は
通常再生時のＰＣＲ値との連続性が保たれている、多重化されたデータは選択スイッチ１
１３に出力され、出力を終えると、制御回路１１２に出力終了のフラグを出力する。制御
回路１１２はマルチプレクサ３１１から出力終了フラグを受け取ると、選択スイッチ１１
３を制御して、Ｐ 2  側を選択する。
【００４８】
動作モードが通常再生モードである場合は選択スイッチ１１４はＮ側を選択し、通常再生
用のデータが選択スイッチ１１４を介してパケット化回路１１５に入力される。特殊再生
モードの場合は、選択スイッチ１１４はＰ側を選択し、シンクロブロックメモリ１０６の
特殊再生用の１フレームデータまたは、マルチプレクサ３１１のＰＣＲ、ＰＳＩを多重化
したデータが選択スイッチ１１４を介してパケット化回路１１５に入力される。パケット
化回路１１５は入力されたデータをＭＰＥＧのトランスパケット単位で出力端子１１６か
ら出力する。
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【００４９】
以上の動作により、通常再生から特殊再生へモード遷移する場合、通常再生時に記録媒体
から再生されてメモリ１０９、１１０に記憶した特殊再生データ用のＰＣＲ、ＰＳＩが出
力端子１１６から出力される。このとき、ＰＣＲ値は通常再生時のＰＣＲ値との連続性が
保たれているため、デコーダの誤動作を防ぐことができる。
【００５０】
このようにして、通常再生時のＰＣＲ値との継続性を保ったＰＣＲ値及び、通常再生時に
記憶した特殊再生データ用のＰＳＩをモード遷移時に送出することより、デコーダがデー
タデコード不能な期間を短縮することができる。
【００５１】
【発明の効果】
　以上説明したように、請求項１の発明によれば、通常再生しながら符号化データに含ま
れる特殊再生用の識別情報を検出するとともに、これを通常再生から特殊再生への動作移
行時に利用するために記憶するようにしたので、再生符号化データを復号するデコーダに
おいて復号不可能な時間を短縮して再生画像の乱れや欠落を低減することができる効果が
ある。
【００５２】
請求項４の発明によれば、通常再生から特殊再生にモード遷移した場合、再生されるデー
タ中に時間信号の不連続を示す信号を組み込むように構成したことにより、デコーダの誤
動作を防ぐことができる効果がある。
【００５３】
請求項５の発明によれば、再生される符号化データ中の時間信号と同等の信号を発生する
と共に、通常再生から特殊再生にモード遷移した場合、連続性の保たれた上記信号を発生
し、この信号を再生された符号化データ中に組み込むように構成したことにより、デコー
ダの誤動作を防ぐことができる効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施例の構成を示すブロック図である。
【図２】第１の実施例のＰＣＲ検出回路の構成例を示すブロック図である。
【図３】本発明の第２の実施例の構成を示すブロック図である。
【図４】第２の実施例のＰＣＲ生成回路の構成例を示すブロック図である。
【図５】ＭＰＥＧ符号化方式を説明するための説明図である。
【図６】ＭＰＥＧ符号化方式を説明するための説明図である。
【図７】ＰＣＲデコード回路の構成を示すブロック図である。
【図８】モード遷移時のデコード動作を説明するための説明図である。
【符号の説明】
１０１　再生データの入力端子
１０２　動作モード信号の入力端子
１０３　データ識別信号の入力端子
１０４、１０５、１１３、１１４　選択スイッチ
１０６　シンクブロックメモリ
１０７　ＰＣＲ検出回路
１０８　ＳＰＩ検出回路
１０９　ＰＣＲメモリ
１１０　ＰＳＩメモリ
１１１　マルチプレクサ
１１２　制御回路
１１５　パケット化回路
１１６　出力端子
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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